





A Teaching Method of “Period for Integrated Study”  





























「次年度平成 14 年 4 月から新学習指導要領が完全実施されます。いよいよといった感じがし















「4 年生は 1 学期の総合的学習の時間に『くらしのパトロール隊』（総合 56 時間　社会科 36
時間，理科 10 時間）という単元を展開してきた。この単元は社会科の学習「安全なくらし」









































































テ ー マ に
そって調べ




















































































































































































































































































































































　 現代社会をたくましく生きぬくとともに , 文化遺産の継承ができるようにする。
　→基礎・基本の習得と，よりよく問題を解決する資質や能力を育成する。



































































































　　第 1次 オリエンテーリング， （学年集団）
 チーム毎にテーマを決める （テーマ別集団）
　　第 2次 テーマにそって調べ学習をする。 （テーマ別集団）
 夢の学校になるようまとめをする。 （テーマ別集団）
　　第 3次 夢の学校を発表する。「学習公開」ブース毎に発表 （テーマ別集団）
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　　第 4次 「21 世紀夢の小学校プラン」のまとめをする。 （学年集団）
 計画書を作り，市長，教育長に提言する。 （代表集団）
本単元は，将に，子どもたちの教育的ニーズに応じたスーパーマーケット型の学習形態を
取っている。
（6）「総合的な学習の時間」の評価
以上のような視点に立って「総合的な学習の時間」の実践を行なうわけであるがその際，一
人ひとりの子どもたちの教育的ニーズを十分吟味し，それに即した学習内容・方法・形態の計
画・実行・評価に心がけねばならない。そして，「生きる力」の育成と関連づけて指導・支援
することが重要である。
評価については，過去の教育の世界では相対的評価が主流であったが，現在は，本人の到達
点を評価する絶対的評価に変わってきている。しかし，本人の意欲や自主性・主体性が現れて
いる姿，出会った課題を解決しているときの姿，自分らしさを出し切っている姿，他人と協調
している姿，健康に対し自己管理している姿，体力づくりを努力している姿等々，「自立と自
律」「個性と共生」「健康・体力」等を評価する場合には，子ども一人ひとりの教育的ニーズに
応じた個人内評価に心がけねばならない。そして，「生きる力」の育成と関連づけて評価する
ことが肝要である。
筆者は，評価の観点を次のようにとらえている。
評価の観点
　①課題解決について
　　　•めあてや　見通しをもって活動できたか
　②問題解決について
　　　•首尾よくやり遂げることができたか
　③学び方やものの考え方について
　　　•活動（調べること等）に没頭できたか
　　　•活動（調べたこと等）をまとめられたか
　　　•まとめたことを発表できたか
　　　•自ら計画し，実行し，評価することができたか
　④学習の取り組み方について（生き生きと活動している姿を見て取る）
　　　〇主体的・自立的な活動
　　　•自分の活動が分かり，納得して活動していたか
猪　瀬　義　明
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　　　•自分の力を出し切って活動していたか
　　　•活動に集中し，持続して活動していたか
　　　•その子らしさを出し，自信を持って活動していたか
　　　•満足感・成就感を味わって活動していたか
　　　•かけがえのない存在として認められ，共に活動していたか
　　　〇発想のひらめきや創造的な活動について
　　　•新しい発見があったか
　　　•工夫のあとが見られたか
　　　•次の活動への手がかりをつかんだか
　⑤自己の生き方について
　　　•頼らず自分の力でできたか
　　　•自分らしさを出すことができたか
　　　•○○の価値判断ができたか
　　　•自分の思いを表現できるようになったか
　　　•自分の将来について考えられるようになったか
項目全部を取り上げるのでなく，あてはまる項目を取り上げ評価する。児童の行動は，本来
統合的なものである。必ずしも分析的に明確に評価することは容易ではない。したがって，評
価の観点は，児童がその子らしく特に輝いているところ（スプリング・ポイント）を観て取る
ということになる。
本実践例では，前述の「2．子どもたちの活動の様子」5）詳しく記述されているので，参照
してほしい。同校の教師方の評価は，筆者の評価の観点からずれることなく，子どもたちが生
き生きと活動している姿を的確に見て取っていた。
おわりに
本単元「21 世紀夢の小学校プラン」は，ただ単に南部小学校のみの実践で成立した訳では
ない。多くの協力者ならび関係諸機関の協力と支援の賜物である。
夢プランアンケートに協力いただいた 4学年の保護者の方々，薬草についての資料を提供し
ていただいた近所の薬局の方，製作用の段ボールをたくさん提供してくださった地域の商店街
の方々，バリアフリーの情報を提供してくださった視覚障害者の方，車椅子等の借用を快く引
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き受けてくれた野田市社会福祉協議会及び野田特別支援学校の方々，子どもたちの様々なイン
タビューに応じてくれた地域の方々や校長はじめ学校の先生方，発表のための掲示用コンテナ
パネルをお借りした南部梅郷公民館の方々，市役所の方への質問に丁寧に対応してくれた野田
市教育委員会教育総務課長等，本単元のまとめの「21 世紀夢の小学校プラン」の手紙を優し
く受け取っていただいた野田市長・野田市教育委員会教育長，地域の方々に支えられた ｢総合
的な学習の時間」の単元「21 世紀夢の小学校プラン」の活動であった。皆様の支えのお蔭で
本単元は，総合の総合たる真の意味の ｢総合的な学習の時間」となった。
振り返って見ると，野田市南部地区の地域力の高さに改めて驚く。子どもたちの充実した活
動を支えていただいたことに感謝する。このような支えの結果，この単元が終了したときに発
した子どもたちの満足そうな笑顔が忘れられない。
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